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融
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す
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す
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融
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融
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〇
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械
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府

令

省

令

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

改

正

後

改

正

前

（
人
材
確
保
等
支
援
助
成
金
）

（
人
材
確
保
等
支
援
助
成
金
）

第
百
十
八
条

（
略
）

第
百
十
八
条

（
略
）

２

人
材
確
保
等
支
援
助
成
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第

一
号
に
該
当
す
る
認
定
組
合
等
又
は
事
業
主
に
対

し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と

す
る
。

２

人
材
確
保
等
支
援
助
成
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第

一
号
に
該
当
す
る
認
定
組
合
等
又
は
事
業
主
に
対

し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と

す
る
。

一

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
認
定
組
合
等
又

は
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

一

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
認
定
組
合
等
又

は
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
労
働
施

策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用

の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る

法
律
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
で
あ
つ
て
雇
入
れ
に
係
る
も
の
（

に
お

い
て
「
外
国
人
雇
用
状
況
届
出
」
と
い
う
。）

を
行
つ
て
い
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
労
働
施

策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用

の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る

法
律
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
で
あ
つ
て
雇
入
れ
に
係
る
も
の
（

に
お

い
て
「
外
国
人
雇
用
状
況
届
出
」
と
い
う
。）

を
行
つ
て
い
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、

か
ら

ま
で
（
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
証
明
書

を
提
出
し
た
事
業
主
で
あ
り
、
か
つ
、
就
労

環
境
の
整
備
を
実
施
し
た
日
の
前
日
か
ら
起

算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
当
該
前
日
ま
で

の
期
間
に
お
い
て
、
当
該
就
労
環
境
の
整
備

に
係
る
事
業
所
の
外
国
人
労
働
者
が
離
職
し

た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理

由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ

た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理

由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。）以
外

の
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、

を
除
く
。）の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

次
の

又
は

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

次
の

及
び

に
掲
げ
る
措
置
を
実
施

し
、
か
つ
、
外
国
人
労
働
者
（
現
に
当
該

事
業
主
に
雇
用
さ
れ
、
当
該
事
業
主
に
係

る
外
国
人
雇
用
状
況
届
出
の
対
象
と
な
つ

て
い
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
ハ
に
お
い

て
同
じ
。）に
適
用
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ

と
。

次
の

及
び

に
掲
げ
る
措
置
を
実

施
し
、
か
つ
、
外
国
人
労
働
者
（
現
に

当
該
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
、
当
該
事
業

主
に
係
る
外
国
人
雇
用
状
況
届
出
の
対

象
と
な
つ
て
い
る
者
を
い
う
。
以
下
こ

令和年月日 木曜日 第号官 報

（
会
長
又
は
副
会
長
が
失
職
し
た
と
き
又
は
解
任
さ
れ
た
と
き
の
公
表
事
項
）

第
三
条

法
第
二
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項

は
、
会
長
又
は
副
会
長
の
失
職
又
は
解
任
の
過
程
と
す
る
。

（
選
定
助
言
委
員
及
び
運
営
助
言
委
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
四
条

法
第
二
十
六
条
第
三
項
及
び
第
二
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者

と
す
る
。

一

日
本
学
術
会
議
（
以
下
「
会
議
」
と
い
う
。）の
監
事

二

会
議
の
職
員

三

日
本
学
術
会
議
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
優
れ
た
研
究
又
は
業
績
が
あ
る
科
学
者
の
う
ち
か
ら
、
会
員

と
連
携
し
、
法
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
業
務
に
携
わ
る
者
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
者
（
委
嘱
期
間
が
一
年
未
満
で

あ
る
者
を
除
く
。
次
条
第
三
号
に
お
い
て
「
連
携
会
員
」
と
い
う
。）

（
日
本
学
術
会
議
評
価
委
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
五
条

法
第
五
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

会
議
の
監
事

二

会
議
の
職
員

三

連
携
会
員
の
う
ち
、
日
本
学
術
会
議
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
会
議
又
は
役
員
会
に
置
か
れ
る
合
議
制
の

機
関
の
長
の
職
に
あ
る
者

附

則

こ
の
府
令
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内
閣
府
令
第
八
十
八
号

日
本
学
術
会
議
法
（
令
和
七
年
法
律
第
七
十
号
）
第
二
十
一
条
第
四
項
（
同
法
第
二
十
二
条
第
五
項
及
び
第
二
十
四

条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
六
条
第
三
項
、
第
二
十
七
条
第
三
項
及
び
第
五
十
一
条
第
四

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
日
本
学
術
会
議
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

日
本
学
術
会
議
法
施
行
規
則

（
会
長
が
選
任
さ
れ
た
と
き
の
公
表
事
項
）

第
一
条

日
本
学
術
会
議
法
（
令
和
七
年
法
律
第
七
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る

内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

会
長
の
選
任
に
関
す
る
方
針
の
作
成
、
会
長
の
候
補
者
の
選
考
そ
の
他
の
法
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る

要
件
を
満
た
す
者
を
会
長
と
し
て
選
任
す
る
た
め
に
講
じ
た
措
置
の
内
容

二

会
長
と
し
て
選
任
さ
れ
た
者
が
法
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
事
項

三

会
長
の
選
任
の
過
程

（
副
会
長
が
任
命
さ
れ
た
と
き
の
公
表
事
項
）

第
二
条

法
第
二
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項

は
、
副
会
長
の
任
命
の
過
程
と
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
七
号

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
六
十
二
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎





外
国
人
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
所

ご
と
に
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の

改
善
等
に
関
す
る
事
項
を
管
理
す
る
者

を
雇
用
労
務
責
任
者
と
し
て
選
任
し
、

か
つ
、
当
該
選
任
に
つ
い
て
、
事
業
所

に
掲
示
等
の
周
知
を
行
つ
て
い
る
こ
と

外
国
人
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業

所
ご
と
に
、
外
国
人
労
働
者
の
雇
用

管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
事
項
を
管

理
す
る
者
を
雇
用
労
務
責
任
者
と
し

て
選
任
し
た
こ
と
及
び
当
該
雇
用
労

務
責
任
者
が
外
国
人
労
働
者
か
ら
の

苦
情
又
は
相
談
に
応
ず
る
こ
と
に
つ

い
て
、
事
業
所
に
掲
示
す
る
等
に
よ

り
周
知
す
る
措
置

労
働
協
約
、
就
業
規
則
そ
の
他
の
職

業
安
定
局
長
が
定
め
る
文
書
に
つ
い

て
、
そ
の
雇
用
す
る
外
国
人
労
働
者
の

母
国
語
そ
の
他
の
当
該
外
国
人
労
働
者

が
使
用
す
る
言
語
又
は
平
易
な
日
本
語

を
用
い
て
記
載
す
る
こ
と
等
の
措
置

労
働
協
約
、
就
業
規
則
そ
の
他
の

職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
文
書
に
つ

い
て
、
そ
の
雇
用
す
る
外
国
人
労
働

者
の
母
国
語
そ
の
他
の
当
該
外
国
人

労
働
者
が
使
用
す
る
言
語
又
は
平
易

な
日
本
語
を
用
い
て
記
載
す
る
こ
と

等
の
措
置

及
び

に
掲
げ
る
措
置
に
加

え
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
外
国
人
労
働
者
が

一
時
帰
国
を
希
望
し
た
場
合
に
必
要
な

有
給
休
暇
（
年
次
有
給
休
暇
と
し
て
与

え
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。）を
取
得
さ
せ

る
た
め
の
措
置
を
実
施
し
、
か
つ
、
こ

れ
ら
の
措
置
に
つ
い
て
外
国
人
労
働
者

に
適
用
し
た
事
業
主

の
ハ
に
お
い
て
同
じ
。）に
適
用
し
た
事

業
主（

に
該
当
す
る
事
業
主
を
除

く
。）

（
削
る
）

次
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
措
置
の

う
ち
、
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
実

施
し
、
か
つ
、
外
国
人
労
働
者
に
適
用
し

た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
外
国
人
労
働
者
の
苦

情
又
は
相
談
に
応
ず
る
た
め
に
必
要
な

体
制
の
整
備
（
事
業
主
が
、
出
入
国
管

理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一
の
二
の

表
の
特
定
技
能
の
項
の
下
欄
第
一
号
に

掲
げ
る
活
動
を
行
お
う
と
す
る
外
国
人

労
働
者
を
雇
用
す
る
場
合
及
び
外
国
人

の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能

労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
外
国
人
労
働
者
が
一

時
帰
国
を
希
望
し
た
場
合
に
必
要
な
有

給
休
暇
（
年
次
有
給
休
暇
と
し
て
与
え

ら
れ
る
も
の
を
除
く
。）を
取
得
さ
せ
る

た
め
の
措
置

当
該
事
業
所
で
用
い
る
手
引
書
そ
の

他
の
職
務
の
遂
行
に
必
要
な
事
項
を
記

載
し
た
文
書
等
（

に
掲
げ
る
文
書

を
除
く
。）に
つ
い
て
、
そ
の
雇
用
す
る

外
国
人
労
働
者
の
母
国
語
そ
の
他
の
当

該
外
国
人
労
働
者
が
使
用
す
る
言
語
又

は
平
易
な
日
本
語
を
用
い
て
新
た
に
記

載
す
る
こ
と
等
の
措
置

実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
八
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
条

第
十
項
に
規
定
す
る
監
理
団
体
と
し
て

事
業
を
行
う
場
合
を
除
く
。）

に
掲
げ
る
措
置
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
就
労
環
境
の
整
備
」
と
い
う
。）を

行
う
場
合
に
、
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対

し
て
当
該
就
労
環
境
の
整
備
に
係
る
計
画

（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
就
労
環
境
整

備
計
画
」
と
い
う
。）を
提
出
し
、
認
定
を

受
け
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

及
び

に
掲
げ
る
措
置
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
就
労
環
境
の
整
備
」
と
い

う
。）を
行
う
場
合
に
、
都
道
府
県
労
働
局

長
に
対
し
て
当
該
就
労
環
境
の
整
備
に
係

る
計
画
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
就
労

環
境
整
備
計
画
」
と
い
う
。）を
提
出
し
、

認
定
を
受
け
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

・

（
略
）

・

（
略
）

外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
、
就
労
環
境

整
備
計
画
の
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
六
箇
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期

間
に
お
け
る
当
該
就
労
環
境
の
整
備
に
係

る
事
業
所
に
お
け
る
離
職
者
の
数
を
当
該

就
労
環
境
整
備
計
画
の
期
間
の
末
日
の
翌

日
に
お
け
る
当
該
事
業
所
の
労
働
者
数
で

除
し
て
得
た
割
合
が
、
職
業
安
定
局
長
が

定
め
る
目
標
値
を
達
成
し
て
い
る
事
業
主

で
あ
る
こ
と
。

外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
、
就
労
環
境

の
整
備
を
実
施
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
六
箇
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間

に
お
け
る
当
該
就
労
環
境
の
整
備
に
係
る

事
業
所
に
お
け
る
離
職
者
の
数
を
当
該
就

労
環
境
の
整
備
を
実
施
し
た
日
の
翌
日
に

お
け
る
当
該
事
業
所
の
労
働
者
数
で
除
し

て
得
た
割
合
が
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め

る
目
標
値
を
達
成
し
て
い
る
事
業
主
で
あ

る
こ
と
。

ニ

（
略
）

ニ

（
略
）

二

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
認
定
組
合
等

又
は
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
規
定
に
定
め
る
額

二

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
認
定
組
合
等

又
は
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
規
定
に
定
め
る
額

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）
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ハ

前
号
ハ
に
該
当
す
る
事
業
主

次
の

及

び

に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

ハ

前
号
ハ
に
該
当
す
る
事
業
主

次
の

か

ら

ま
で
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額
の
合

計
額
（
当
該

か
ら

ま
で
の
う
ち
、
二
以

上
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
規

定
に
定
め
る
額
の
合
計
額
）（
そ
の
額
が
八
十

万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
八
十
万
円
）

前
号
ハ

に
該
当
す
る
事
業
主

二

十
万
円

前
号
ハ

の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主

二
十
万
円

前
号
ハ

に
該
当
す
る
事
業
主

二

十
五
万
円

前
号
ハ

の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主

二
十
万
円

（
削
る
）

前
号
ハ

の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主

二
十
万
円

（
削
る
）

前
号
ハ

の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主

二
十
万
円

（
削
る
）

前
号
ハ

の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主

二
十
万
円

ニ

（
略
）

ニ

（
略
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

土
地
区
画
整
理
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

土
地
区
画
整
理
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
建
設
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
理
事
の
住
所
に
つ
い
て
そ
の
一
部
の
み
を
公
告

す
る
こ
と
を
求
め
る
旨
の
申
出
）

第
十
六
条
の
三
の
二

法
第
二
十
九
条
第
二
項
た
だ

し
書
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
当
該
申
出
に
係
る

理
事
の
住
所
の
う
ち
都
道
府
県
名
及
び
市
町
村
名

（
同
一
氏
名
組
合
員
（
当
該
申
出
に
係
る
理
事
と

（
新
設
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

同
一
の
氏
名
を
有
す
る
当
該
理
事
以
外
の
組
合
員

を
い
う
。）が
当
該
申
出
に
係
る
理
事
と
同
一
の
市

町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
場
合
は
、
都
道

府
県
名
、
市
町
村
名
及
び
市
町
村
の
区
域
内
の
町

又
は
字
の
名
称
）
を
公
告
す
る
こ
と
を
求
め
る
旨

を
申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

法

規

的

告

示

令和年月日 木曜日 第号官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
ハ

に
規
定
す
る
就
労
環

境
整
備
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
人
材
確
保
等
支
援
助
成
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
八
十
一
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令

和
八
年
法
律
第
二
十
七
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）

第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
区
画
整
理
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

〇
金
融
庁
告
示
第
七
十
二
号

金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
に
規
定
す
る
定
義
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
五
年
大
蔵
省
令
第
十
四
号
）
第
十
条
第
一

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
に
規
定
す
る
定
義
に
関
す
る
内
閣
府
令
第
十
条
第
一
項
た

だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
適
格
機
関
投
資
家
に
該
当
す
る
者
を
指
定
す
る
件
（
平
成
五
年
大
蔵
省
告
示
第
六
十
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

金
融
庁
長
官

伊
藤

豊

〇
防
衛
省
令
第
二
十
五
号

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
八
十
九
条
第
一
項
、
第
九
十
一
条
の
三
及
び
第
九
十
二
条
第

二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
警
察
官
職
務
執
行
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
六
条
の
二
第

八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
衛
隊
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

自
衛
隊
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

自
衛
隊
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
八
十
六
条
の
五
」
を
「
第
八
十
六
条
の
四
の
四
」
に
改
め
る
。

第
八
十
六
条
の
五
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
管
理
者
へ
の
通
知
）

第
八
十
六
条
の
四
の
四

法
第
八
十
九
条
第
一
項
、
第
九
十
一
条
の
三
及
び
第
九
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
警
察
官
職
務
執
行
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
六
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
通

知
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
方
法
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

当
該
ア
ク
セ
ス
・
無
害
化
処
置
（
法
第
八
十
九
条
第
一
項
、
第
九
十
一
条
の
三
及
び
第
九
十
二
条
第
二
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
警
察
官
職
務
執
行
法
第
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
置
を
い
う
。
第
三
号
及

び
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
と
つ
た
年
月
日

二

当
該
加
害
関
係
電
子
計
算
機
（
法
第
八
十
九
条
第
一
項
、
第
九
十
一
条
の
三
及
び
第
九
十
二
条
第
二
項
に
お
い

て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
警
察
官
職
務
執
行
法
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
加
害
関
係
電
子
計
算
機
を
い

う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
識
別
す
る
ア
イ
・
ピ
ー
・
ア
ド
レ
ス
（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九

年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
百
六
十
四
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
ア
イ
・
ピ
ー
・
ア
ド
レ
ス
を
い
う
。）そ
の
他

の
当
該
加
害
関
係
電
子
計
算
機
を
識
別
す
る
た
め
の
事
項

三

当
該
ア
ク
セ
ス
・
無
害
化
処
置
の
概
要

四

当
該
ア
ク
セ
ス
・
無
害
化
処
置
を
と
つ
た
自
衛
官
の
所
属
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
又
は
機
関
（
以
下
「
自
衛
隊
の

部
隊
等
」
と
い
う
。）

第
八
十
六
条
の
六
中
「
自
衛
隊
の
部
隊
又
は
機
関
（
以
下
「
自
衛
隊
の
部
隊
等
」
と
い
う
。）」
を
「
自
衛
隊
の
部
隊

等
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
四
十
三
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
。





次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

名

称

住

所

名

称

住

所

陶
都
信
用
農
業
協
同

組
合

岐
阜
県
多
治
見
市
音
羽
町
三

丁
目
二
十
五
番
地
の
一

陶
都
信
用
農
業
協
同

組
合

岐
阜
県
多
治
見
市
音
羽
町
三

丁
目
二
十
三
番
地

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
第
二
条
第
三
項
第
四
号

の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
は
、
年
三
分
三
厘

と
す
る
。

農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
第
二
条
第
三
項
第
四
号

の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
は
、
年
三
分
三
厘

と
す
る
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
が
利
子
助
成
を
行
う

資
金
で
あ
っ
て
、
利
率
か
ら
利
子
助
成
金
に
相
当
す

る
率
を
控
除
し
た
率
が
年
三
分
三
厘
以
内
と
な
る
資

金
に
あ
っ
て
は
、
年
四
分
五
厘
五
毛
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
の
施
行
前
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
農
業
近
代
化
資
金
に
つ
い
て
の
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
第
二
条
第
三

項
第
四
号
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。（

傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
点
検
頻
度
）

（
点
検
頻
度
）

第
四
条

規
則
第
五
十
三
条
第
二
項
第
五
号
の
頻
度

は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

第
四
条

規
則
第
五
十
三
条
第
二
項
第
五
号
の
頻
度

は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
設
備
条
件
の
全
て
に

適
合
す
る
信
頼
性
の
高
い
需
要
設
備
で
あ
っ
て

設
備
容
量
が
百
キ
ロ
ボ
ル
ト
ア
ン
ペ
ア
以
下
の

も
の
又
は
低
圧
受
電
の
需
要
設
備
に
あ
っ
て
は

隔
月
一
回
以
上

七

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
設
備
条
件
の
全
て
に

適
合
す
る
信
頼
性
の
高
い
需
要
設
備
で
あ
っ
て

設
備
容
量
が
百
キ
ロ
ボ
ル
ト
ア
ン
ペ
ア
以
下
の

も
の
又
は
低
圧
受
電
の
需
要
設
備
に
あ
っ
て
は

隔
月
一
回
以
上

イ

柱
上
に
高
圧
変
圧
器
が
な
い
も
の
又
は
柱

上
に
高
圧
変
圧
器
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

当
該
高
圧
変
圧
器
及
び
そ
の
支
持
物
が
落
下

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
設
置
さ
れ
、か
つ
、

当
該
高
圧
変
圧
器
の
上
面
に
つ
い
て
適
確
に

点
検
を
実
施
で
き
る
よ
う
措
置
し
た
も
の

イ

柱
上
に
設
置
し
た
高
圧
変
圧
器
が
な
い
も

の

ロ
〜
ニ

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

八
〜
十
三

（
略
）

八
〜
十
三

（
略
）

令和年月日 木曜日 第号官 報

標
準
運
送
約
款
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
標
準
運
送
約
款
の
一
部
改
正
）

第
一
条

標
準
運
送
約
款
（
昭
和
六
十
一
年
運
輸
省
告
示
第
二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

旅
客
運
送
の
部
第
二
十
条

イ
中
「国

籍

」
を
「国

籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一

号
）
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。

）」
に
改
め
る
。

（
Ｏ
Ｃ
Ｒ
に
用
い
る
申
請
書
の
記
載
方
法
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
）

第
二
条

Ｏ
Ｃ
Ｒ
に
用
い
る
申
請
書
の
記
載
方
法
に
関
す
る
告
示
（
平
成
十
五
年
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
六
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

海
技
免
許
限
定
解
除
（
変
更
）
申
請
書
（
第
３
号
様
式
）

中
「国

籍
欄

」
を
「国

籍
等
欄

」
に
、「国

籍
を
表
示

す
る

」
を
「国

籍
等
を
表
示
す
る

」
に
、「外

国
の
国
籍

」
を
「国

又
は
地
域
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭

和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
二
条
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
地
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
属
す
る
国
籍

」

に
、「そ

の
国
籍
国

」
を
「当

該
国
又
は
地
域

」
に
改
め
る
。

登
録
事
項
（
海
技
免
状
）
訂
正
申
請
書
（
第
５
号
様
式
）

中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
改
め
る
。

操
縦
免
許
申
請
書
（
第
18
号
様
式
）

中
「国

籍
欄

」
を
「国

籍
等
欄

」
に
、「国

籍
を
表
示
す
る

」
を
「国

籍
等

を
表
示
す
る

」
に
、「外

国
の
国
籍

」
を
「国

又
は
地
域
に
属
す
る
国
籍

」
に
、「そ

の
国
籍
国

」
を
「当

該
国
又
は
地

域
」
に
改
め
る
。

登
録
事
項
（
操
縦
免
許
証
）
訂
正
申
請
書
（
第
21
号
様
式
）

中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
改
め
る
。

操
縦
免
許
証
更
新
申
請
書
（
第
22
号
様
式
）

中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
改
め
、
同
様
式

中
「国

籍
の

」

を
「国

籍
等
の

」
に
改
め
、
同
様
式

中
「外

国
の

」
を
「国

又
は
地
域
に
属
す
る

」
に
、「国

籍
欄
に
国
籍

」を「国
籍
等
欄
に
当
該
国
又
は
地
域

」
に
改
め
る
。

小
型
船
舶
操
縦
士
国
家
試
験
申
請
書
（
第
25
号
様
式
）

中
「国

籍
欄

」
を
「国

籍
等
欄

」
に
、「国

籍
を
表
示
す

る

」
を
「国

籍
等
を
表
示
す
る

」
に
、「外

国
の

」
を
「国

又
は
地
域
に
属
す
る

」
に
、「そ

の
国
籍
国
の
国
名

」を「当
該
国
名
又
は
地
域
名

」
に
改
め
、
同
様
式

中
「国

籍
が

」
を
「国

籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法

律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。）が

」
に
、「国

籍
欄

」
を
「国

籍
等
欄

」
に
改

め
る
。

別
表
第
５
中
「国

名

」
を
「国

名
又
は
地
域
名

」
に
改
め
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
四
号

農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
条
第
三
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

十
四
年
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
二
号
（
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
第
二
条
第
三
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

同
号
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
二
十
七
号

電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
第
五
十
二
条
の
二
第
一
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
並
び

に
第
二
号
ロ
及
び
ハ
並
び
に
第
五
十
三
条
第
二
項
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
五
年
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百

四
十
九
号
（
電
気
事
業
法
施
行
規
則
第
五
十
二
条
の
二
第
一
号
ロ
の
要
件
、
第
一
号
ハ
及
び
第
二
号
ロ
の
機
械
器
具
並

び
に
第
一
号
ニ
及
び
第
二
号
ハ
の
算
定
方
法
等
並
び
に
第
五
十
三
条
第
二
項
第
五
号
の
頻
度
に
関
す
る
告
示
）
の
一
部

を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
八
十
五
号

海
上
運
送
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
第
八
条
第
三
項
、
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行

規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
九
十
一
号
）
第
百
四
十
七
条
第
三
項
及
び
海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の

警
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
標
準
運
送
約

款
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲





そ

の

他

告

示

製
造
者
の
住
所
・
氏
名

工
場
の
所
在
地
及
び
名
称

認
定

番
号

浄
化

槽
の

名
称

建
築
基
準
法
第
68条
の
25第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
施
行
令
第
35条
第
１
項
の
規
定
に
適
合
：
分
離
嫌
気
ろ

床
担
体
流
動
方
式

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
太
閤
四
丁
目
２
番
８
号
藤
吉
工
業
㈱

代
表
取
締
役
社
長
加
藤
靖
始

愛
知
県
知
多
郡
美
浜
町
大
字
北
方
字
柿
谷
３

５
大
栄
産
業
㈱
東
海

マ
リ
ン
工
場

北
海
道
歌
志
内
市
字
文
珠
159番

地
９
大
栄
産
業
㈱
北
海
道
工
場

大
分
県
豊
後
大
野
市
三
重
町
百
枝
1247番

地
１
大
分
工
業
㈱

沖
縄
県
中
頭
郡
西
原
町
字
小
那
覇
680番

地
琉
球
設
備
工
業
㈱

５

26
Ｈ

002

フ
ジ
ヨ
シ
浄
化
槽
Ｆ
Ｃ
Ｄ

Ｘ
12Ⅲ
型

〃

１

〃
Ｆ
Ｃ
Ｄ

Ｘ
14Ⅲ
型

〃

２

〃
Ｆ
Ｃ
Ｄ

Ｘ
15Ⅲ
型

〃

３

〃
Ｆ
Ｃ
Ｄ

Ｘ
16Ⅲ
型

〃

４

〃
Ｆ
Ｃ
Ｄ

Ｘ
18Ⅲ
型

〃

５

〃
Ｆ
Ｃ
Ｄ

Ｘ
20Ⅲ
型

〃

６

〃
Ｆ
Ｃ
Ｄ

Ｘ
21Ⅲ
型

〃

７

〃
Ｆ
Ｃ
Ｄ

Ｘ
25Ⅲ
型

〃

８

〃
Ｆ
Ｃ
Ｄ

Ｘ
28Ⅲ
型

〃

９

〃
Ｆ
Ｃ
Ｄ

Ｘ
30Ⅲ
型

〃

10

〃
Ｆ
Ｃ
Ｄ

Ｘ
33Ⅲ
型

〃

11

〃
Ｆ
Ｃ
Ｄ

Ｘ
35Ⅲ
型

〃

12

〃
Ｆ
Ｃ
Ｄ

Ｘ
38Ⅲ
型

〃

13

〃
Ｆ
Ｃ
Ｄ

Ｘ
40Ⅲ
型

〃

14

〃
Ｆ
Ｃ
Ｄ

Ｘ
42Ⅲ
型

〃

15

〃
Ｆ
Ｃ
Ｄ

Ｘ
45Ⅲ
型

〃

16

〃
Ｆ
Ｃ
Ｄ

Ｘ
48Ⅲ
型

〃

17

〃
Ｆ
Ｃ
Ｄ

Ｘ
50Ⅲ
型

令和年月日 木曜日 第号官 報

（
特
定
警
備
実
施
要
領
の
一
部
改
正
）

第
三
条

特
定
警
備
実
施
要
領
（
平
成
二
十
五
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第

三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。）」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り

繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
八
十
号

公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
七
条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
公
証
人
に
電

磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
る
。

こ
の
告
示
は
、
告
示
の
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

法
務
大
臣

山
下

貴
司

横
浜
地
方
法
務
局
所
属

杉
浦

直
紀

水
戸
地
方
法
務
局
所
属

安
藤

慎
一

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
八
十
六
号

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
百
二
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
す
る
空
港
等
を

次
の
よ
う
に
変
更
し
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
百
二
十
六
条
第
五
項
の
国
土
交
通
大
臣
の
指
定
す
る
空
港
等

は
、
成
田
国
際
空
港
、
東
京
国
際
空
港
、
中
部
国
際
空
港
、
関
西
国
際
空
港
、
新
千
歳
空
港
、
旭
川
空
港
、釧
路
空
港
、

帯
広
空
港
、
函
館
空
港
、
仙
台
空
港
、
秋
田
空
港
、
新
潟
空
港
、
広
島
空
港
、
山
口
宇
部
空
港
、
高
松
空
港
、
松
山
空

港
、
高
知
空
港
、
福
岡
空
港
、
北
九
州
空
港
、
長
崎
空
港
、
熊
本
空
港
、
大
分
空
港
、
宮
崎
空
港
、
鹿
児
島
空
港
、
那

覇
空
港
、
青
森
空
港
、
花
巻
空
港
、
福
島
空
港
、
富
山
空
港
、
静
岡
空
港
、
神
戸
空
港
、
岡
山
空
港
、
佐
賀
空
港
、
下

地
島
空
港
、
石
垣
空
港
、
百
里
飛
行
場
、
小
松
飛
行
場
、
美
保
飛
行
場
及
び
徳
島
飛
行
場
と
す
る
。

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
三
十
一
号

航
路
標
識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
牧
山
船
舶
通
航
信
号
所
に
関

す
る
告
示
を
廃
止
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

海
上
保
安
庁
長
官

宮
澤

康
一

牧
山
船
舶
通
航
信
号
所
に
関
す
る
告
示
を
廃
止
す
る
告
示

牧
山
船
舶
通
航
信
号
所
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
五
十
九
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
百
五
十
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
百
十
六
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

小
林
賢
太
郎

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

二
十
四
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

城
陽
市
寺
田
島
垣
内
三
四
番
五
か
ら
同
市
寺
田
庭
井
四
八
番

ま
で

前後

四
五
二
二
〜
一
四
五
六
七

三
三
七
五
〜

四
三
八
七

〇
・
一
〇
一

〇
・
一
〇
一

図
面
縦
覧
場
所

近
畿
地
方
整
備
局
及
び
同
局
京
都
国
道
事
務
所

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
六
十
七
号

浄
化
槽
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
九
月
四
日
付
け

を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
工
場
に
お
い
て
製
造
さ
れ
る
浄
化
槽
の
型
式
を
認
定
し
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
規
定
に
基

づ
き
公
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

中
部
地
方
整
備
局
長

西
村

拓





（別紙）

（令和８年10月１日）

製 造 業 者 名
代 表 者 名
浄 化 槽 名 称

更新前の認定番号 更新後の認定番号

㈱クボタ
代表取締役 花田 晋吾
クボタ浄化槽

ＫＲＺ１Ａ型 ６22Ｈ001 ６26ＫＨ004
〃 ＫＲＺ２Ａ１型 〃 １ 〃 １
〃 ＫＲＺ２Ａ２型 〃 ２ 〃 ２
〃 ＫＲＺ３Ａ型 〃 ３ 〃 ３
〃 ＫＲＺＡＢ型 〃 ４ 〃 ４
〃 ＫＲＺＢ型 〃 ５ 〃 ５

クボタ浄化槽
ＫＳＧⅢＲＡ型 ６21Ｋ６ＢＲ001 ６26Ｋ６ＢＲ001

〃 ＫＳＧⅢＲＢ型 〃 １ 〃 １
〃 ＫＳＧⅢＲＣ型 〃 ２ 〃 ２
〃 ＫＳＧⅢＲＤ型 〃 ３ 〃 ３
〃 ＫＳＧⅢＲＥ型 〃 ４ 〃 ４
〃 ＫＳＧⅢＲＦ型 〃 ５ 〃 ５
〃 ＫＳＧⅢＲＧ１型 〃 ６ 〃 ６
〃 ＫＳＧⅢＲＧ２型 〃 ７ 〃 ７
〃 ＫＳＧⅢＲＨ１型 〃 ８ 〃 ８
〃 ＫＳＧⅢＲＨ２型 〃 ９ 〃 ９
〃 ＫＳＧⅢＲＪ型 〃 10 〃 10
〃 ＫＳＧⅢＲＫ１型 〃 11 〃 11
〃 ＫＳＧⅢＲＫ２型 〃 12 〃 12

認定更新番号表

クボタ浄化槽
ＫＳＧⅢＴＡ型 ６21Ｋ６ＢＴ001 ６26Ｋ６ＢＴ002

〃 ＫＳＧⅢＴＢ型 〃 １ 〃 １
〃 ＫＳＧⅢＴＣ型 〃 ２ 〃 ２
〃 ＫＳＧⅢＴＤ型 〃 ３ 〃 ３
〃 ＫＳＧⅢＴＥ型 〃 ４ 〃 ４
〃 ＫＳＧⅢＴＦ型 〃 ５ 〃 ５
〃 ＫＳＧⅢＴＧ１型 〃 ６ 〃 ６
〃 ＫＳＧⅢＴＧ２型 〃 ７ 〃 ７

クボタ浄化槽
ＫＴＺ１Ａ型 ６22Ｈ002 ６26ＫＨ005

〃 ＫＴＺ２Ａ型 〃 １ 〃 １
〃 ＫＴＺ３Ａ型 〃 ２ 〃 ２

クボタ浄化槽
ＫＸＦ５型 ６21ＫＨ001 ６26ＫＨ003

〃 ＫＸＦ７型 〃 １ 〃 １
〃 ＫＸＦ10型 〃 ２ 〃 ２

認定更新番号表

製 造 業 者 名
代 表 者 名
浄 化 槽 名 称

更新前の認定番号 更新後の認定番号

㈱ダイキアクシス
代表取締役社長 大亀 裕貴
ダイキ浄化槽 ＸＣ５型 ８21ＫＨ001 ８26ＫＨ001
〃 ＸＣ７型 〃 １ 〃 １
〃 ＸＣ10Ｎ型 〃 ２ 〃 ２
〃 ＧＡＫ１型 ８21ＫＨ002 ８26ＫＨ002

令
和

年


月

日
木
曜
日

第




号

官
報

〇 近 畿 地 方 整 備 局 告 示 第 百 十 七 号

浄 化 槽 法 （ 昭 和 五 十 八 年 法 律 第 四 十 三 号 ） 第 十 六 条 の 規 定 に 基 づ き 、 令 和 八 年 十 月 一 日 付 け を も っ

て 次 の よ う に 工 場 に お い て 製 造 さ れ る 浄 化 槽 の 型 式 の 認 定 を 更 新 し た の で 、 同 法 第 十 九 条 の 規 定 に 基

づ き 公 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 一 日 近 畿 地 方 整 備 局 長 小 林 賢 太 郎

〇 中 国 地 方 整 備 局 告 示 第 九 十 号

次 の よ う に 道 路 の 区 域 を 変 更 し た の で 、 道 路 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百 八 十 号 ） 第 十 八 条 第 一 項 の

規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

そ の 関 係 図 面 は 、 令 和 八 年 十 月 一 日 か ら 二 週 間 一 般 の 縦 覧 に 供 す る 。

令 和 八 年 十 月 一 日 中 国 地 方 整 備 局 長 山 本 大 志

道 路 の 種 類 一 般 国 道

路 線 名 九 号

道 路 の 区 域

区 間 変 更 前

後 別 敷 地 の 幅 員 延 長

メ ー ト ル キ ロ メ ー ト ル

鳥 取 県 東 伯 郡 北 栄 町 松 神 字 灘 際 一 二 八 一 番 四 か ら

同 町 松 神 字 灘 際 一 二 八 二 番 二 ま で

前
後

六 八 〇 〇 〜 七 八 二 五

一 〇 一 九 六 〜 一 一 四 一 二

〇 ・ 二 一 四

〇 ・ 二 一 四

図 面 縦 覧 場 所 中 国 地 方 整 備 局 及 び 同 局 倉 吉 河 川 国 道 事 務 所

〇 四 国 地 方 整 備 局 告 示 第 六 十 八 号

浄 化 槽 法 （ 昭 和 五 十 八 年 法 律 第 四 十 三 号 ） 第 十 六 条 の 規 定 に 基 づ き 、 令 和 八 年 十 月 一 日 付 け を も っ

て 次 の よ う に 工 場 に お い て 製 造 さ れ る 浄 化 槽 の 型 式 の 認 定 を 更 新 し た の で 、 同 法 第 十 九 条 の 規 定 に 基

づ き 公 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 一 日 四 国 地 方 整 備 局 長 奥 田 晃 久

〇 九 州 地 方 整 備 局 告 示 第 九 十 三 号

浄 化 槽 法 （ 昭 和 五 十 八 年 法 律 第 四 十 三 号 ） 第 十 六 条 の 規 定 に 基 づ き 、 令 和 八 年 十 月 一 日 付 け を も っ

て 次 の よ う に 工 場 に お い て 製 造 さ れ る 浄 化 槽 の 型 式 の 認 定 を 更 新 し た の で 、 同 法 第 十 九 条 の 規 定 に 基

づ き 公 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 一 日 九 州 地 方 整 備 局 長 森 下 博 之





認
定
更
新
番
号
表

（
令
和
８
年
10月
１
日
）

製
造

業
者

名
代

表
者

名
浄

化
槽

名
称

更
新
前
の
認
定
番
号

更
新
後
の
認
定
番
号

大
管
工
業
㈱

代
表
取
締
役
中
島
栄
一

ダ
イ
カ
ン
浄
化
槽

Ｄ
Ｋ
Ｔ

２
Ａ
１
型

９

21Ｋ

Ｈ

001

９

26Ｋ

Ｈ

001

〃
Ｄ
Ｋ
Ｔ

２
Ａ
２
型

〃

１

〃

１

〃
Ｄ
Ｋ
Ｔ

２
Ｂ
１
型

９

21Ｋ

Ｈ

002

９

26Ｋ

Ｈ

002

〃
Ｄ
Ｋ
Ｔ

２
Ｂ
２
型

〃

１

〃

１

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北
海
道
河
東
郡
音
更
町
字
東
和
西
四

線
四
九
番
一
か
ら
帯
広
市
大
通
北
一

丁
目
四
番
二
ま
で

前

Ａ

一
三
三
〇
〜

六
八
〇
〇

九
九
三
七

上
記
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
及

び
Ｄ
は
、
関
係
図
面

に
表
示
す
る
敷
地
の

区
分
を
い
う
。

Ｂ
Ｃ
Ｄ

一
二
七
五
〜
一
四
〇
八
二
一
二
四
八
〇

後

Ａ

一
三
三
〇
〜

六
八
〇
〇

九
九
三
七

Ｂ
Ｃ
Ｄ

一
二
七
五
〜
一
四
〇
八
二
一
二
四
八
〇

図
面
縦
覧
場
所

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
帯
広
開
発
建
設
部

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北
海
道
上
川
郡
上
川
町
字
清
川
三
一

三
番
一
か
ら
同
町
字
層
雲
峡
国
有
林

上
川
南
部
森
林
計
画
区
上
川
中
部
森

林
管
理
署
上
川
森
林
事
務
所
二
一
五

九
林
班
イ
小
班
ま
で

前

Ａ

三
〇
・
七
〇
〜
五
〇
・
五
〇

二
・
五
五
〇

上
記
Ａ
、
Ｂ
及
び
Ｄ

は
、
関
係
図
面
に
表

示
す
る
敷
地
の
区
分

を
い
う
。

Ｂ
Ｄ
一
五
・
六
一
〜
八
四
・
一
二

二
・
五
五
〇

後

Ａ

二
三
・
〇
〇
〜
五
八
・
五
〇

二
・
五
五
〇

Ｂ
Ｄ
一
五
・
六
一
〜
八
四
・
一
二

二
・
五
五
〇

図
面
縦
覧
場
所

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
旭
川
開
発
建
設
部

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北
海
道
空
知
郡
南
富
良
野
町
字
幾
寅

一
七
三
番
三
か
ら
同
町
字
幾
寅
六
七

五
番
一
ま
で

前

Ａ

八
・
七
〇
〜
四
二
・
〇
〇

〇
・
五
九
一

上
記
Ａ
及
び
Ｂ
は
、

関
係
図
面
に
表
示
す

る
敷
地
の
区
分
を
い

う
。

Ｂ

一
〇
・
五
〇
〜
五
五
・
二
〇

〇
・
五
九
六

後

Ａ

八
・
七
〇
〜
四
二
・
〇
〇

〇
・
五
九
一

Ｂ

一
〇
・
五
〇
〜
五
五
・
二
〇

〇
・
五
九
六

図
面
縦
覧
場
所

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
旭
川
開
発
建
設
部

認
定
更
新
番
号
表

（
令
和
８
年
10月
１
日
）

製
造

業
者

名
代

表
者

名
浄

化
槽

名
称

更
新
前
の
認
定
番
号

更
新
後
の
認
定
番
号

琉
球
設
備
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
與
那
嶺
達
啓

琉
設
浄
化
槽
Ｒ
Ｓ

Ｃ
Ｔ

Ａ
型

10
21Ｋ

Ｈ

001

10
26Ｋ

Ｈ

001

〃
Ｒ
Ｓ

Ｃ
Ｔ

Ｂ
型

〃

１

〃

１

〃
Ｒ
Ｓ

Ｃ
Ｔ

Ｃ
型

〃

２

〃

２

〃
Ｒ
Ｓ

Ｃ
Ｔ

Ｄ
型

〃

３

〃

３

〃
Ｒ
Ｓ

Ｃ
Ｔ

Ｅ
型

〃

４

〃

４

〃
Ｒ
Ｓ

Ｃ
Ｔ

Ｆ
型

〃

５

〃

５

〃
Ｒ
Ｓ

Ｃ
Ｔ

Ｇ
型

〃

６

〃

６

〃
Ｒ
Ｓ

Ｃ
Ｔ

Ａ
３
型

〃

７

〃

７

令和年月日 木曜日 第号官 報
〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
六
十
八
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
決
定
し
た
の
で
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

北
海
道
開
発
局
長

岡
下

淳

路

線

名

北
海
道
横
断
自
動
車
道
黒
松
内
北
見
線

道
路
の
区
域

区

間

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北
海
道
足
寄
郡
陸
別
町
字
上
利
別
原
野
東
一
線
二
五
二
番
一
か
ら
同
町

字
上
利
別
基
線
三
〇
一
番
五
ま
で

一
三
九
一
〜
一
一
五
九
五

四
・
六
五
六

図
面
縦
覧
場
所

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
帯
広
開
発
建
設
部

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
六
十
九
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

北
海
道
開
発
局
長

岡
下

淳

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

二
百
四
十
一
号
及
び
二
百
七
十
三
号

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
七
十
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

北
海
道
開
発
局
長

岡
下

淳

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

三
十
九
号
及
び
二
百
七
十
三
号

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
七
十
一
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

北
海
道
開
発
局
長

岡
下

淳

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

三
十
八
号

〇
沖
縄
総
合
事
務
局
告
示
第
二
十
三
号

浄
化
槽
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
十
月
一
日
付
け
を
も
っ

て
次
の
よ
う
に
工
場
に
お
い
て
製
造
さ
れ
る
浄
化
槽
の
型
式
に
つ
い
て
認
定
の
更
新
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の

規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

沖
縄
総
合
事
務
局
長

小
八
木
大
成





人
事
異
動

叙
位
・
叙
勲

令和年月日 木曜日 第号官 報

内

閣

〇
法
務
大
臣
臨
時
代
理
解
職

国
務
大
臣

梨

康
弘

法
務
大
臣
山
下
貴
司
帰
朝
に
つ
き
内
閣
法
第
十
条
の
規
定

に
よ
る
臨
時
に
法
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣
と
し

て
の
指
定
を
解
く

同

梨

康
弘

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
山
下
貴
司
帰
朝
に
つ
き
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
（
男
女
共
同
参
画
）事
務
代
理
を
免
ず
る（
以

上
九
月
二
十
八
日
）

最
高
裁
判
所

山
形
地
方
裁
判
所
判
事
兼
山
形
家

庭
裁
判
所
判
事
・
山
形
簡
易
裁
判

所
判
事

宮
崎

謙

仙
台
高
等
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

仙
台
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

仙
台
高
等
裁
判
所
判
事
・
仙
台
簡

易
裁
判
所
判
事

栗
原

志
保

山
形
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
に
指
名
す
る

兼
ね
て
山
形
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

山
形
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
以
上
九
月
十
八
日
）

簡
易
裁
判
所
判
事

佐
藤

正
信

大
宮
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

大
宮
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
行
政
事
務
を
掌
理
す
る

者
に
指
名
す
る

大
宮
簡
易
裁
判
所
判
事

菊
池

則
明

東
京
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
以
上
九
月
二
十
日
）

〇
定
年
退
官

簡
易
裁
判
所
判
事
園
原
敏
彦
は
九
月
十
九
日
限
り
定
年

退
官

〇
叙
位

芦
谷
喜
八
郎

正
五
位
に
叙
す
る

河
合

眞
善

鈴
木

成
美

中
條

武
樹

堀

省
一

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）五

十
嵐
秀
夫

池
上

正
直

大
島

弘
道

山
中

幸
夫

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

赤
城

秀
武

陰
地

啓

金
田

知
功

（
大
阪
府
警
部
）

中
澤

正
博

中
山

芳
秀

那
須

芳
人

山
口

肇

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

岸

隆

正
七
位
に
叙
す
る

栗
原

春
博

中
村

敏
幸

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
七
日
）

（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）

市
川

和
彦

従
四
位
に
叙
す
る

飯
塚

四
郎

菊
田

正
一

野
瀬

逸
雄

若
山

恭
道

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

小
野

英
明

佐
藤

至

田
中

孝
壯

根
岸

照
雄

馬
場

正
誼

日
高

敏
夫

森

喜
弘

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

秋
野

博
尚

安
東

省
三

幸
野

秀
信

高
見

武
男

仲
澤

一
正

中
野

浩
一

濱
本

晴
之

坂
内

英
次

三
浦

公
義

門
田

三
雄

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

福
本

清
江

正
七
位
に
叙
す
る

宮
崎

米
嗣

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
八
月
十
八
日
）

（
岐
阜
大
学
名
誉
教
授
）

中
塚

進
一

従
四
位
に
叙
す
る

神
鳥

泰
彦

神
嵜

洋

木
暮

春
雄

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

奥
山

登

高
村

照
男

米
村

寛
義

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

安
里
昌
次
郎

木
内

芳
照

下
村

泰
信

平
田

二
郎

藤
村

雅
博

藤
本

賢
一

（
国
土
交
通
技
官
）

柳

浩
幸

山
下

隆
雄

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

石
田

正
洋

川
野

孝
行

金
野

義
彦

白
鳥

祐

世
良

久
俊

染
野

博
司

野
村

勝
弘

馬
場

若
幸

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
九
日
）

羽
生
田

俊

正
四
位
に
叙
す
る
（
八
月
二
十
五
日
）

〇
叙
勲

那
須

芳
人

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
八
月
十
七
日
）

三
浦

公
義

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

（
沖
縄
県
渡
名
喜
村
議
会
議
員
）

上
原

茂
治

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
八
月
十
八
日
）樋

渡

博
徳

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
八
月
十
九
日
）

芦
谷
喜
八
郎

中
條

武
樹

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

岸

隆

中
山

芳
秀

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

田
中

和
昭

（
大
阪
府
警
部
）

中
澤

正
博

中
村

敏
幸

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
七
日
）

（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）

市
川

和
彦

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

飯
塚

四
郎

小
野

英
明

佐
藤

至

高
見

武
男

仲
澤

一
正

中
野

浩
一

根
岸

照
雄

濱
本

晴
之

水
口

博
彦

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

齊
藤

隆
志

宮
崎

米
嗣

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
八
日
）

（
岐
阜
大
学
名
誉
教
授
）

中
塚

進
一

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

安
里
昌
次
郎

石
田

正
洋

奥
山

登

神
嵜

洋

金
野

義
彦

野
村

勝
弘

馬
場

若
幸

山
下

隆
雄

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

木
内

芳
照

世
良

久
俊

（
国
土
交
通
技
官
）

柳

浩
幸

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
九
日
）

〇
叙
勲

大
友

勇

旭
日
小
綬
章
を
授
け
る

西
尾

勝
幸

早
川

正
剛

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

浅
見

清

新
井

正
信

井

國
光

池
邊

満
男

石
神

通
好

伊
藤

久
雄

遠
藤

晃
徳

川
田

保
則

河
野

勲

菊
永

學

小
崎

守

小
菅

佳
三

紺
野

一
夫

佐
藤

國
廣

佐
藤

信
男

佐
野

直
之

島
袋
富
次
郎

鈴
木

克
侑

関

忠
良

高
田

鐵
夫

高
橋

貞
夫

高
山

仁
一

田
口

博

武
田

成
幸

武
村

龍
宏

立
山

靜
幸

冨
田

哲
夫

中
野
敬
江
司

中
村

勝
利

丹
生

年
一

野
崎

義
雄

平
井

年
應

平
田

義
雄

伏
見

正
範

堀

晃

堀
内
千
三
郎

三
浦

榮
一

三
井

利
男

山
川

郁
也

吉
田

稠

寄
口

大
和

渡
邊

信
夫

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

一
北

四
郎

井
出

功
孝

伊
藤

正
勝

河
合

哲
心

小
島

和
雄

齋
藤

明
夫

杉

治
男

鈴
木

絢
子

高
井

昇

津
谷
川
徹
夫

内
藤

義
郎

仲
嶌

壽
也

藤
嶋

勲

眞
榮
平
克
雄

松
浦

武
久

三
浦
不
三
雄

宮
下

悦
俊

宮
森

正
勝

持
田

徳
雄

山
田

恒
夫

山
本

守

吉
木

祐
輔

吉
田

謙
治

吉
田

工

米
島

秀
次

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

相
澤

利
朗

秋
元
喜
榮
四
郎

安
座
名
正
春

熱
田

征
司

安
部

征
夫

荒
井

勝
利

荒
瀬
健
一
郎

安
藤

隆
夫

阿
武

博
道

石
川

佑
介

石
野

彌

伊
瀬

輝
雄

伊
東

功

伊
東

清
喜

伊
波

義
雄

今
田

雅
之

岩
田

昭
子

上
平

英
雄

牛
山

圭
吾

浦

和
彦

浦
野

悦
子

江
川

瑞
宏

榎
本

明

榎
吉

清
光

江
良

猛

大
澤

忠
男

大
城

和
子

太
田

豊
彦

大
野

一
則

大
間

一
郎

岡
田

秀
麿

小
笠
原

勲

小
川

浩
一

沖
崎

哲
雄

奥
澤

彰

奥
原

貞
夫

奥
山

守

長
田

房
吉

尾
島

綾
子

落
合

幹
雄

小
野

健
藏

小
野
寺
末
吉

開
發

順
子

風
間

勲

勝
野

明

嘉
藤

忍

金
沢

昌
弘

金
三
津

實

金
行

功

川
井
田
千
秋

川
口

裕

川
田

繁
吉

川
村

利
雄

岸
園

久
則

黄
瀬

聖
師

草
薙

桂
子

熊
谷

良
夫

熊
崎

一
義

栗
田

時
雄

小
泉

豐
信

古
川

英
治

小
林

直
喜

小
針

征
次

駒
村
智
津
子

後
藤

忠
雄

斎
藤

一
哉

齋
藤

迪
子

酒
井

弘
司

酒
井

學

坂
本

周
一

坂
本

達
夫

佐
々
木
亀
三
男

佐
藤

儀
人

佐
藤

一

澤

武

澤
田

廣
計

柴
田
喜
代
次

島
尻

政
雄

清
水

成
典

進
藤

俊
正

末
吉

求

杉
田

和
宏

杉
村
三
惠
子

杉
山

満
芳

鈴
木

隆
司

鈴
木

昇

須
藤

克
身

角
田

安
子

関
根

聖
司

添
谷

文
子

曽
根

忠
夫

高
島

光
彦

高
橋

庸

高
橋
芳
次
郎

田
口

暢
子

竹
下

文
夫

武
原

和
男

多
田

金
吾

辰
野

恒
雄

田
中

勝
利

田
中

栢
樹

玉
掛

隆

玉
田

祥
介

玉
利

良
隆

千
代
倉
襄
治
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北海道札幌市北区北８条
西２１１ 札幌第１
合同庁舎

東北総合通信局 〒9808795
宮城県仙台市青葉区本町
３２23 仙台第２合
同庁舎

関東総合通信局 〒1028795
東京都千代田区九段南
１２１ 九段第３合
同庁舎

信越総合通信局 〒3808795
長野県長野市旭町1108
長野第１合同庁舎

北陸総合通信局 〒9208795
石川県金沢市広坂２
２60 金沢広坂合同庁
舎

東海総合通信局 〒4618795
愛知県名古屋市東区白壁
１15１ 名古屋合同
庁舎第３号館

近畿総合通信局 〒5408795
大阪府大阪市中央区大手
前１５44 大阪合同
庁舎第１号館４階

中国総合通信局 〒7308795
広島県広島市中区東白島
町1936

四国総合通信局 〒7908795
愛媛県松山市味酒町２
14４

九州総合通信局 〒8608795
熊本県熊本市西区春日
２10１ 熊本地方合
同庁舎Ａ棟

沖縄総合通信事
務所

〒9008795
沖縄県那覇市おもろまち
２１１ 那覇第２地
方合同庁舎３号館４階
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月 折 厚 生 手 取 屋 征 夫 徳 光 脩

内 藤 捷 美 仲 川 信 義 中 川 秀 麿

中 川 義 勝 中 澤 秀 夫 中 本 節 朗

中 山 耿 介 中 山 禎 輝 長 野 南

西 美 忠 西 村 禎 之 佑 野 村 京 二

羽 生 明 義 林 和 子 原 田 光

原 田 英 夫 萬 城 哲 夫 東 岡 幸 文

樋 口 孝 子 樋 口 礎 久 重 俊 正

日 高 守 平 野 昌 枝 廣 瀬 平 八 郎

廣 田 昌 枝 深 澤 剛 藤 川 定

藤 原 英 明 藤 本 謹 也 細 井 隆

本 郷 治 良 前 田 俊 明 桝 原 義 宣

丸 山 健 一 三 浦 政 昭 三 木 国 弘

水 上 美 之 溝 井 利 夫 宮 崎 勝 義

宮 武 順 一 宮 本 久 士 森 清

森 儀 森 川 郁 子 柳 川 大 六

矢 野 凱 子 山 下 和 正 山 地 治 雄

山 村 竹 彦 山 本 光 幸 横 山 眞 一

横 山 十 平 脇 元 剛 渡 部 紀 美

渡 部 秀 道

瑞 宝 双 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）

伊 澤 幸 治 稲 垣 源 太 郎 上 野 恭 子

浦 谷 徳 三 近 藤 邦 彦 田 中 賢 治

猶 原 士 郎 西 村 耕 一 花 木 直 彦

村 西 珠 男

瑞 宝 単 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）（ 以 上 九 月 一 日 ）

官 庁 事 項

１ 訓練の実施期日及び時間 令和９年１月13日
（水）から同月15日（金）までの３日間、午前
９時から午後４時まで
２ 訓練の実施場所 〒1858795 東京都国分
寺市泉町２1116 総務省情報通信政策研究
所

３ 申請書（訓練を受けることとなる者の船舶局
無線従事者証明の申請書をいう。以下同じ。）の
受付期間及び来庁時の受付時間
 受付期間 令和８年10月13日（火）から同
年11月13日（金）まで。
なお、郵送により申請書を提出する場合は、
令和８年11月13日（金）までの消印のあるも
のに限り、受け付ける。
 来庁時の受付時間 午前８時30分から午後
５時15分まで（午後０時から午後１時までを
除く。）。
なお、土曜日、日曜日及び祝日は受け付け
ない。 ５ その他

 訓練を受ける者が多い場合は、上記以外の
期日にも訓練を行うことがある。
 証明書の郵送を希望するときは、申請書を
提出する際に、所要の郵便切手を貼付した返
信用封筒を添えること。
 申請書を提出する際に納めなければならな
い手数料の額は、2700円である。
 この訓練を受ける者が納めなければならな
い手数料の額は、21500円である（別途交付
する納付書により納付すること。）。

指定保安検査機関の廃止に関する公示
高圧ガス保安法（昭和26年法律第204号）第58

条の30の３第２項において準用する同法第58条の
24の規定に基づき、次のとおり指定保安検査機関
業務休廃止届書を受理したので、高圧ガス保安法
施行令（平成９年政令第20号）第19条第２項第１
号の規定により委任された同法第74条の２第１項
第５号の２の規定に基づき、公示する。
令和８年 10 月１日

九州産業保安監督部長 樫福 錠治
１．名称 福岡酸素株式会社
２．住所 福岡県久留米市東町3321
３．廃止する保安検査の業務の範囲
・液化石油ガス保安規則第78条第４項におい
て準用する同省令第77条第２項及び第４項
から第７項までに規定する特定施設の保安
検査
・一般ガス保安規則第80条第４項において準
用する同省令第79条第２項及び第４項から
第７項までに規定する特定施設の保安検査
・製造設備が一般高圧ガス保安規則第２条第
１項第22号の２又はコンビナート等保安規
則第２条第１項第13号の２に規定するコー
ルド・エバポレータである特定施設（当該
特定施設のみを有する事業所に設置されて
いるものに限る。）に係る保安検査

４．廃止年月日 令和８年９月30日

船舶局無線従事者証明の申請者に対する訓練の実
施
電波法（昭和25年法律第131号）第48条の２第

２項第１号に規定する訓練の実施について、無線
従事者規則（平成２年郵政省令第18号）第60条第
２項の規定により次のとおり公示する。
令和８年 10 月１日 総務大臣 藤井比早之
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諸 事 項
相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告
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失踪に関する届出の催告

失 踪 宣 告
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除 権 決 定

破産手続開始
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破産手続開始及び免責許可申
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書面による計算報告

特別清算終結
令和8年（ヒ）第3017号
大阪府東大阪市末広町１０番１６号
清算株式会社 株式会社徳運送店
１ 決定年月日 令和8年9月11日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。
大阪地方裁判所第６民事部
令和８年（ヒ）第２０１７号
東京都文京区音羽１丁目２番３号
清算株式会社 株式会社キングインターナショ
ナル
１ 決定年月日 令和８年９月１１日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

東京地方裁判所民事第２０部
令和８年（ヒ）第１号
愛媛県松山市西垣生町1184番地６
清算株式会社 株式会社ファミリーケア
代表清算人 西原 温子
１ 決定年月日 令和８年９月14日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

松山地方裁判所民事部

特別清算協定認可
令和８年（ヒ）第１０１２号
愛知県知多郡武豊町字鹿ノ子田１丁目１５０番
地
清算株式会社 株式会社おさかな工房
代表清算人 鶴崎雄二
１ 決定年月日 令和８年９月９日
２ 主文 次の協定を認可する。

協定
１ 清算株式会社は、本協定認可確定後１月以内
に、協定債権者である愛知県信用保証協会に対
し、弁済原資である金59,906円を支払う。
２ 前項に基づく弁済は、協定債権者の指定する
金融機関口座に振り込む方法により実施する。
振込手数料は清算会社の負担とする。
３ 清算株式会社は、前２項に定める弁済を実施
した時に、協定債権者が清算会社に対して有す
るその余の債権全額の免除を受ける。
４ 前項の弁済の後、清算株式会社に新たな財産
が発見されたときは、清算人は直ちにこれを換
価して、協定債権者に対し、必要な費用を控除
した残額を、その債権額に応じて按分して支払
う。この場合、協定債権者が前項の弁済の後に
した残債権の免除は、新たにされた弁済の限度
で撤回されたものとする。
５ 公租公課、特別清算手続に必要な費用等は随
時これを支払う。

以上
名古屋地方裁判所民事第２部

小規模個人再生による再生手
続開始
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小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取 給与所得者等再生による再生

計画認可
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所有者不明土地及び建物管理
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所有者不明建物管理命令に関
する異議の催告

企業年金基金変更公告
Ａｓｔｅｍｏ企業年金基金の事務所の所在地に
変更があったので、確定給付企業年金法第15条、
確定給付企業年金法施行令第９条の規定により、
次のとおり公告します。
１．変更後の事務所の所在地 東京都中央区八重
洲一丁目６番１号
２．変更前の事務所の所在地 神奈川県横浜市西
区みなとみらい四丁目６番２号
３．変更年月日 令和８年10月１日
令和８年 10 月１日
東京都中央区八重洲一丁目６番１号

Ａｓｔｅｍｏ企業年金基金
理事長 山口 敬

会 社 そ の 他 の 公 告

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

効 力 発 生 日 は 令 和 八 年 十 二 月 一 日 で あ り 、 甲 は

会 社 法 第 七 九 六 条 第 二 項 、 乙 は 同 第 七 八 四 条 第 一

項 に 基 づ き 株 主 総 会 の 承 認 決 議 を 経 ず に 合 併 を 決

定 し て お り ま す 。 ま た 、 甲 は 乙 の 全 株 式 を 所 有 し

て い ま す の で 、 こ の 合 併 に よ る 甲 の 新 株 式 の 発 行

及 び 資 本 金 の 額 の 増 加 は い た し ま せ ん 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 二 月 二 十 四 日

掲 載 頁 七 十 三 頁 （ 号 外 第 三 十 七 号 ）

（ 乙 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 二 月 二 十 四 日

掲 載 頁 九 十 三 頁 （ 号 外 第 三 十 七 号 ）

令 和 八 年 十 月 一 日

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 四 丁 目 四 番 一 〇 号

（ 甲 ） 東 京 短 資 株 式 会 社

代 表 取 締 役 社 長 寺 田 寿 明

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 四 丁 目 四 番 一 〇 号

（ 乙 ） 東 短 エ イ ジ ェ ン シ ー 株 式 会 社

代 表 取 締 役 社 長 池 田 孝

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

効 力 発 生 日 は 令 和 九 年 一 月 三 十 一 日 で あ り 、 甲

の 株 主 総 会 の 承 認 決 議 は 令 和 八 年 十 一 月 二 十 六 日

に 予 定 し て お り ま す 。 乙 は 会 社 法 第 七 八 四 条 第 一

項 に 基 づ き 株 主 総 会 の 承 認 決 議 を 経 ず に 合 併 を 決

定 し て お り ま す 。 ま た 、 甲 は 乙 の 全 株 式 を 所 有 し

て お り ま す の で 、 こ の 合 併 に よ る 甲 の 新 株 の 発 行

及 び 資 本 金 の 額 の 増 加 は い た し ま せ ん 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 三 月 二 十 七 日

掲 載 頁 六 十 五 頁 （ 号 外 第 七 十 二 号 ）

（ 乙 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 三 月 二 十 七 日

掲 載 頁 六 十 八 頁 （ 号 外 第 七 十 二 号 ）

令 和 八 年 十 月 一 日

東 京 都 新 宿 区 市 谷 砂 土 原 町 三 丁 目 四 番 地 一

生 泉 市 ヶ 谷 ビ ル 三 〇 二 号 室

（ 甲 ） 株 式 会 社 カ ル チ ャ ー ・ ジ ャ パ ン

代 表 取 締 役 飯 川 昭 弘

東 京 都 新 宿 区 市 谷 砂 土 原 町 三 丁 目 四 番 地 一

生 泉 市 ヶ 谷 ビ ル 三 〇 二 号 室

（ 乙 ） 株 式 会 社 Ｍ Ｕ Ｋ Ｉ Ｎ Ｋ Ｅ Ｎ

代 表 取 締 役 飯 川 昭 弘

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

効 力 発 生 日 は 令 和 八 年 十 二 月 一 日 で あ り 、 乙 は

会 社 法 第 七 八 四 条 第 一 項 に 基 づ き 株 主 総 会 の 承 認

決 議 を 経 ず に 合 併 を 決 定 し て お り ま す 。

ま た 、 甲 は 乙 の 全 株 式 を 所 有 し て い ま す の で 、

こ の 合 併 に よ る 甲 の 新 株 式 の 発 行 及 び 資 本 金 の 額

の 増 加 は い た し ま せ ん 。

な お 、 合 併 効 力 発 生 日 に 甲 は 商 号 を 株 式 会 社 栄

信 に 変 更 い た し ま す 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り で す 。

（ 甲 ・ 乙 ）
掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 七 月 二 十 八 日

掲 載 頁 五 十 六 頁 （ 号 外 第 一 六 八 号 ）

令 和 八 年 十 月 一 日

長 野 県 上 田 市 天 神 三 丁 目 六 番 三 八 号

（ 甲 ） 信 州 リ ネ ン サ プ ラ イ 株 式 会 社

代 表 取 締 役 柴 﨑 裕 久

長 野 県 東 御 市 滋 野 乙 四 六 七 九 番 地 三

（ 乙 ） 株 式 会 社 栄 徳 フ ー ド サ ー ビ ス

代 表 取 締 役 柴 﨑 榮 一


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令和年月日 木曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
一
日

愛
知
県
刈
谷
市
今
川
町
田
地
池
三
四
番
地

（
甲
）
合
同
会
社
ポ
ラ
リ
ス

代
表
社
員

杉
山

輝
男

愛
知
県
刈
谷
市
今
川
町
田
地
池
九
一
番
地

（
乙
）
合
同
会
社
レ
グ
ル
ス

代
表
社
員

杉
山

輝
男

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
両
社

の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
九
月
二
十
六
日
に

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
八
日

掲
載
頁

七
十
六
頁
（
号
外
第
二
一
〇
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
八
日

掲
載
頁

七
十
六
頁
（
号
外
第
二
一
〇
号
）

令
和
八
年
十
月
一
日

京
都
市
西
京
区
御
陵
鴫
谷
六
番
地
五

シ
ャ
ル
レ
１
０
番
館
一
階

（
甲
）
株
式
会
社
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ

代
表
取
締
役

永
田

稔

京
都
市
西
京
区
御
陵
鴫
谷
六
番
地
五

（
乙
）
株
式
会
社
永
田
工
務
店

代
表
取
締
役

永
田

稔

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
で
あ
り
、
両
社
の

株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
八
月
二
十
一
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

掲
載
頁

九
十
五
頁
（
号
外
第
七
十
六
号
）

（
乙
）h

ttp
://w
w
w
.d
eco
tu
rf.co

.jp
/

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
市
中
央
区
博
労
町
四
丁
目
六
番
一
〇
号

（
ハ
ニ
ー
ビ
ル
）

（
甲
）
株
式
会
社
住
ゴ
ム
産
業

代
表
取
締
役

寺
田

純
一

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
四
丁
目
二
番
一
〇
号

（
乙
）
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
フ
ェ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

辻

知
宏

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第
一
項

に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
経
ず
に
合
併
を
決
定

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
は
乙
の
全
株
式
を
所
有
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行
及

び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
一
日

掲
載
頁

八
十
六
頁
（
号
外
第
七
十
八
号
）

令
和
八
年
十
月
一
日

神
戸
市
中
央
区
脇
浜
町
三
丁
目
六
番
九
号

（
甲
）
住
友
ゴ
ム
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

國
安

恭
彰

神
戸
市
中
央
区
脇
浜
町
三
丁
目
六
番
九
号

（
乙
）
Ｓ
Ｒ
Ｉ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

安
井

一
男

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
北
海
道
地
区
に

お
け
る
物
流
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ

れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は

会
社
法
第
七
九
六
条
第
一
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第
二

項
に
基
づ
き
、
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
会
社
分

割
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

令
和
八
年
十
月
一
日

北
海
道
石
狩
市
新
港
西
二
丁
目
七
九
七
番
一
号

（
甲
）
キ
ユ
ー
ソ
ー
北
海
道
株
式
会
社

代
表
取
締
役

齋
藤

和
弘

東
京
都
調
布
市
調
布
ケ
丘
三
丁
目
五
〇
番
地
一

（
乙
）
株
式
会
社
キ
ユ
ー
ソ
ー
流
通
シ
ス
テ
ム

代
表
取
締
役

富
田

仁
一

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
北
海
道
地
区
に

お
け
る
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承

継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は

会
社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第
二

項
に
基
づ
き
、
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
会
社
分

割
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
二
月
六
日

掲
載
頁

五
十
三
頁
（
号
外
第
二
十
七
号
）

令
和
八
年
十
月
一
日

北
海
道
石
狩
市
新
港
西
二
丁
目
七
九
七
番
一
号

（
甲
）
キ
ユ
ー
ソ
ー
北
海
道
株
式
会
社

代
表
取
締
役

齋
藤

和
弘

東
京
都
調
布
市
調
布
ケ
丘
三
丁
目
五
〇
番
地
一

（
乙
）
キ
ユ
ー
ソ
ー
テ
ィ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

赤
松

淳

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
Ｌ
ｉ

ｎ
ｋ
ｒ
ａ
（
住
所
東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
一
丁
目
一
〇
番

八
号
）
に
対
し
て
当
社
が
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
及
び
教
育
事
業
に
関

し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
一
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
本
町
二
丁
目
八

四

株
式
会
社
ｍ
ｅ
ｌ
ｔ

代
表
取
締
役

多
田

暢

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
希
エ

ス
テ
ー
ト
（
住
所
名
古
屋
市
天
白
区
井
の
森
町
二
〇
三
番

地
）
に
対
し
て
、
当
社
の
不
動
産
事
業
に
関
し
て
有
す
る

権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公

告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

掲
載
頁

一
一
九
頁
（
号
外
第
一
九
四
号
）

令
和
八
年
十
月
一
日

名
古
屋
市
天
白
区
井
の
森
町
二
〇
三
番
地

株
式
会
社
中
京
技
研

代
表
取
締
役

伊
藤

隆
二

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ダ
イ
マ
ル
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
一
日

秋
田
県
横
手
市
増
田
町
増
田
字
若
松
三
番
地
四
六

合
同
会
社
ダ
イ
マ
ル

代
表
社
員

大
上

喬
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令和年月日 木曜日 第号官 報
組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
一
日

茨
城
県
稲
敷
郡
阿
見
町
大
字
荒
川
本
郷
一
九
〇
〇

番
地
一
九

合
同
会
社
遥
か

代
表
社
員

髙
橋

博
明

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
一
日

群
馬
県
前
橋
市
大
手
町
二
丁
目
一
五
番
八
号
首
都

圏
Ｎ
Ｓ
プ
ラ
ザ
ｉ
ｎ
前
橋
四
〇
四
〇
号
室

合
同
会
社
Ｓ
＆
Ｍ

代
表
社
員

松
本

卓
人

代
表
社
員

新
庄

剛
士

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
一
日

千
葉
県
柏
市
塚
崎
八
九
〇
番
地
一
二

合
同
会
社
好
援
隊

代
表
社
員

谷
川

芳
樹

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
新
宿
区
新
宿
一
丁
目
三
六

一
二
サ
ン
カ

テ
リ
ー
ナ
ビ
ル
六
Ｆ合

同
会
社
R
eco
lte
d
'
O
r

代
表
社
員

島
﨑
麻
梨
耶

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
荒
川
区
東
尾
久
四
丁
目
三
三
番
九
号
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
ｆ
一
〇
一

合
同
会
社
Ｒ
Ｏ
Ｄ
Ｔ

代
表
社
員

坂
下

元
邦

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
南
青
山
三
丁
目
一
番
三
六
号
青
山
丸

竹
ビ
ル
六
Ｆ

Ａ
ｎ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
合
同
会
社

代
表
社
員

安
田

直
也

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
四
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ゴ
ー
ル
ド
マ
ウ
ン
ト
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
一
日

横
浜
市
金
沢
区
並
木
三
丁
目
六
番
六

一
〇
二
号

合
同
会
社
ゴ
ー
ル
ド
マ
ウ
ン
ト

代
表
社
員

内
田
祐
衣
子

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
一
日

新
潟
県
上
越
市
西
本
町
三
丁
目
一
番
四
号

合
資
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ホ
サ
カ

代
表
社
員

保
坂

昇
司

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
一
日

山
梨
県
笛
吹
市
石
和
町
唐
柏
四
三
一
番
地
五

総
合
建
設
ワ
ー
ク
飯
島
合
同
会
社

代
表
社
員

飯
島

深
香

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
四
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ム
ッ
チ
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
千
七
百
万
円
減
少
し
七
千

五
百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
十
六
日
で
あ
り
、
株

主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
九
月
十
七
日
に
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
三
十
日

掲
載
頁

三
一
四
頁
（
号
外
第
一
〇
〇
号
）

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
三
丁
目
一
番
一
五
号

Ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
Ｓ
ｅ
ｎ
ｄ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

嗣
江

建
栄

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
千
万
円
減
少
し
七
千
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
十
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
決
議
（
会
社
法
第
三
一
九
条
第
一
項
に
よ
る
み
な
し

決
議
）
は
令
和
八
年
八
月
三
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
日

掲
載
頁

一
〇
九
頁
（
号
外
第
八
十
五
号
）

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
台
東
区
元
浅
草
二
丁
目
六
番
七
号

コ
ン
ビ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
浦

康
詞

令
和
八
年
十
月
一
日

山
梨
県
甲
斐
市
大
垈
一
〇
〇
番
地
一
二
六

合
同
会
社
ム
ッ
チ

代
表
社
員

内
田
祐
衣
子

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｍ
Ｒ
Ａ

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ

Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
一
日

広
島
市
中
区
江
波
南
一
丁
目
一
七
番
一
〇
号

合
同
会
社
Ｍ
Ｒ
Ａ

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ

Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ

ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

代
表
社
員

井
上

孝
美

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
分
県
中
津
市
沖
代
町
一
丁
目
一
番
七
六
号

合
同
会
社
プ
ラ
チ
ナ
ム

代
表
社
員

荒
木

啓
輔

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
億
円
減
少
し
、
一
億
円
と

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
九
月
十
五
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
二
十
二
日

掲
載
頁

五
十
九
頁
（
号
外
第
一
一
四
号
）

h
ttp
s://cen

tra
lfo
o
d
s.co
.jp
/

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
二
丁
目
一
五
番
七
号

株
式
会
社
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ー
ズ

代
表
取
締
役
社
長

鎌
田

晶
裕

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
六
千
十
六
万
九
千
九
百

六
十
二
円
減
少
し
二
億
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。効

力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
で
あ
り
、
株

主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
に
終
了
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
三
十
日

掲
載
頁

五
頁

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
中
央
区
築
地
四
丁
目
七
番
五
号

株
式
会
社
電
通
マ
ク
ロ
ミ
ル
イ
ン
サ
イ
ト

代
表
取
締
役
社
長

眞
鍋

尚
行





令和年月日 木曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
金
五
千
九
百
万
七
千
七
百
五

十
三
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
か
ら
令
和
八
年
十
月
三

十
一
日
ま
で
に
払
込
み
が
行
わ
れ
る
当
社
の
新
株
発
行
に

よ
り
増
加
す
る
資
本
金
の
額
と
同
額
分
を
減
少
す
る
こ
と

に
よ
り
、
最
終
的
な
資
本
金
の
額
を
金
三
千
万
円
と
し
ま

す
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
一
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
六
番
一
号
大
手

町
ビ
ル

株
式
会
社
Ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
ｅ
ｒ
ｒ
ｅ
ｄ

Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ

ｏ
ｒ
ｋ
ｓ

代
表
取
締
役

岡
野
原
大
輔

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
千
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://m

a
m
o
ru
ja
p
a
n
.co
m
/

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一

一
二

四
Ｎ
＆
Ｅ
．

Ｂ
Ｌ
Ｄ
．
七
階

株
式
会
社
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｕ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

代
表
取
締
役

立
川

博
巳

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
百
万
円
減
少
し
一
千
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
一
日

福
岡
市
中
央
区
薬
院
二
丁
目
五
番
三
六

一
〇
一
号

有
限
会
社
家
事
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
高
畑

代
表
取
締
役

石
丸

浩
紹

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
百
万
円
減
少
し
一
千
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
一
日

鹿
児
島
県
霧
島
市
隼
人
町
嘉
例
川
四
三
八
五
番
地

有
限
会
社
妙
見
タ
ク
シ
ー

取
締
役

田
代

利
博

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
一
億
四
千
十
二
万
九
千
三

百
七
円
を
減
少
し
、
そ
の
全
額
を
そ
の
他
資
本
剰
余
金
に

振
り
替
え
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
株
主
総
会
の
決
議

は
、
令
和
八
年
九
月
十
八
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.to
k
y
u -g
f.co
m
/p
u
b
lic -n

o
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令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
目
黒
区
碑
文
谷
六
丁
目
七
番
二
二
号

株
式
会
社
東
急
グ
ル
メ
フ
ロ
ン
ト

代
表
取
締
役

岡
田

哲
明

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
億
七
千
九
百
四
十
三
万
千

円
、資
本
準
備
金
の
額
を
六
億
四
十
三
万
五
千
円
減
少
し
、

そ
れ
ぞ
れ
七
千
五
十
四
万
四
千
円
、
零
円
と
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
八
日

掲
載
頁

七
十
二
頁
（
号
外
第
八
十
三
号
）

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
芝
浦
三
丁
目
一
番
二
一
号
ｍ
ｓ
ｂ

Ｔ
ａ
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
田
町
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
タ
ワ
ー
Ｓ

二
一
階

マ
ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
ケ
ッ
サ
イ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

冨
山

直
道

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、資
本
金
の
額
を
一
億
一
千
三
百
八
十
六
万
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
五
百
三
十
六
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
九
日

掲
載
頁

五
十
二
頁
（
号
外
第
一
八
五
号
）

令
和
八
年
十
月
一
日

神
奈
川
県
鎌
倉
市
二
階
堂
八
三
七
番
地

株
式
会
社
く
ら
つ
ぐ

代
表
取
締
役

松
宮

大
輔

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
九
日
を
基
準
日
と
定
め
、

同
日
最
終
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、
そ
の
所
有

す
る
株
式
一
株
を
六
十
五
株
と
す
る
株
式
分
割
に
よ
り
株

式
の
割
当
て
を
受
け
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公
告
し

ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
四
番
一
号

株
式
会
社
Ｋ

Ｖ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｇ
ｅ

代
表
取
締
役

桑
原

元
就

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
九
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

岩
手
県
盛
岡
市
中
央
通
二
丁
目
一
〇
番
二
〇
号
メ

イ
プ
ル
中
央
ビ
ル

株
式
会
社
中
央
住
宅
産
業

代
表
取
締
役

横
澤

寿
郎

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
鍛
冶
町
一
四
〇
番
地

浜
松
Ｃ
ビ
ル
一
一
〇
三
号
室

ベ
ク
セ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

横
山

哲
郎

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
市
平
野
区
背
戸
口
二
丁
目
九
番
二
六
号

株
式
会
社
た
ち
ば
な
や

代
表
取
締
役

片
岡

修
一


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R
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E

B
O
T
E
R
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令和年月日 木曜日 第号官 報
資
金
移
動
業
の
廃
止
に
伴
う
資
金
の
返
還
に
関
す
る
公
告

当
社
は
、
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
第
二
種

資
金
移
動
業
を
営
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
八
年
六
月

三
十
日
を
も
っ
て
当
該
資
金
移
動
業
の
全
部
を
廃
止
い
た

し
ま
し
た
。

当
社
は
、
当
該
資
金
移
動
業
と
し
て
行
っ
た
為
替
取
引

に
関
し
負
担
す
る
債
務
に
つ
い
て
、
そ
の
履
行
を
完
了
す

る
た
め
、
債
権
者
に
対
す
る
通
知
そ
の
他
必
要
な
措
置
を

講
じ
、
資
金
の
返
還
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
返
還

申
出
期
間
を
経
過
し
た
現
在
に
お
い
て
も
、
債
権
者
か
ら

の
返
還
請
求
が
な
い
こ
と
、
振
込
先
口
座
情
報
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
、
そ
の
他
当
社
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
事
由
に
よ
り
、
一
部
の
債
務
に
つ
い
て
そ
の
履
行

を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

つ
き
ま
し
て
は
、
当
該
債
務
に
係
る
債
権
者
は
、
当
該

債
務
に
つ
い
て
左
記
の
お
問
い
合
わ
せ
窓
口
ま
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

当
社
は
、
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
、
同
法
施
行
令
及

び
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
当
該
債
務
に
係
る
債
権
者
の
権

利
を
保
護
す
る
た
め
、
所
定
の
手
続
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。記

一

お
問
い
合
わ
せ
窓
口

会
社
名

メ
ト
ロ
レ
ミ
ッ
タ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

電
話
番
号

〇
五
〇

七
八
五

二
三
六
一

（
受
付
時
間

平
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
）

電
子
メ
ー
ル

m
rj.o
p
era
tio
n
@
m
etro -rj.co

.jp

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

h
ttp
s://w

w
w
.m
etro -rj.co

.jp
/

※
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
事
務
所
を
閉
鎖

し
て
い
る
た
め
、
来
訪
に
よ
る
受
付
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
一
日

関
東
財
務
局
長
登
録
資
金
移
動
業
者

第
〇
〇
〇
三
四
号

メ
ト
ロ
レ
ミ
ッ
タ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
田

守
司

限
定
責
任
信
託
終
了
の
公
告

当
信
託
は
信
託
行
為
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
終
了
し

ま
し
た
の
で
当
信
託
に
債
権
を
有
す
る
方
は
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
四
丁
目
八
番
地
麹
町
ク
リ

ス
タ
ル
シ
テ
ィ
九
階

杉
並
浜
田
山
四
丁
目
ほ
が
ら
か
リ
バ
ー
ス
モ
ー

ゲ
ー
ジ
限
定
責
任
信
託

清
算
受
託
者

ほ
が
ら
か
信
託
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
村

雅
男

取
得
条
項
付
新
株
予
約
権
の
取
得
及
び
取
得
日
の
通
知
公

告
当
社
は
、
左
記
の
と
お
り
、
当
社
の
取
得
条
項
付
新
株

予
約
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し

ま
す
。

一
、
取
得
す
る
取
得
条
項
付
新
株
予
約
権

当
社
発
行
の

第
一
回
新
株
予
約
権
の
う
ち
、
当
社
又
は
当
社
子
会
社

の
取
締
役
、
監
査
役
、
執
行
役
員
、
従
業
員
、
顧
問
、

若
し
く
は
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
地
位
の
い
ず
れ
の
地

位
も
有
し
な
く
な
っ
た
者
が
有
す
る
新
株
予
約
権
の
全

部
（
二
千
八
十
五
万
個
）

二
、
取
得
の
日

令
和
八
年
十
月
十
六
日

令
和
八
年
十
月
一
日

愛
媛
県
松
山
市
北
井
門
二
丁
目
一
二
番
五
号

株
式
会
社
コ
ラ
ボ
ハ
ウ
ス

代
表
取
締
役

松
坂

直
樹

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
一
億
六
千
五
百
万
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
令
和
八
年

九
月
二
十
四
日
付
官
報
の
号
外
第
二
一
一
号
一
一
一
頁
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番
六
号
東
京

倶
楽
部
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
一
一
階

シ
ョ
ー
グ
ン
特
定
目
的
会
社

取
締
役

小
澤

徹

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
四
千
五
百
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
令
和
八
年

九
月
二
十
四
日
付
官
報
の
号
外
第
二
一
一
号
一
一
一
頁
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番
六
号
東
京

倶
楽
部
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
一
一
階

テ
ィ
ー
マ
ス
タ
ー
・
ワ
ン
特
定
目
的
会
社

取
締
役

小
澤

徹

任
意
清
算
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
を
も
っ
て
解
散
し
、

弁
護
士
法
第
三
十
条
の
三
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

会
社
法
第
六
六
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
総
社
員
の

同
意
に
よ
り
定
め
た
財
産
の
処
分
の
方
法
に
従
い
清
算
を

い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
清
算
の
方
法
に
異
議
の
あ
る
債

権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
目
黒
区
下
目
黒
一
丁
目
五
番
二
一
号
目
黒

Ｄ
Ｋ
ウ
エ
ス
ト
七
〇
三
号
室

弁
護
士
法
人
オ
ー
シ
ャ
ン

社
員

梶
田

潤

任
意
清
算
公
告

当
法
人
は
、令
和
八
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
解
散
し
、

税
理
士
法
第
四
十
八
条
の
二
十
一
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
会
社
法
第
六
六
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
総
社

員
の
同
意
に
よ
り
定
め
た
財
産
の
処
分
の
方
法
に
従
い
清

算
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
清
算
の
方
法
に
異
議
の
あ

る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
一
日

北
九
州
市
小
倉
南
区
徳
力
新
町
二
丁
目
一
三
番
二

四
号

Ａ
Ｐ
Ｇ
税
理
士
法
人

社
員

佐
藤

博
勝

取
得
条
項
付
新
株
予
約
権
の
一
部
の
取
得
及
び
取
得
日
の

通
知
公
告

当
社
は
、
左
記
の
と
お
り
、
当
社
の
取
得
条
項
付
新
株

予
約
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し

ま
す
。

記

一
、
取
得
す
る
取
得
条
項
付
新
株
予
約
権

当
社
発
行
の

第
二
回
新
株
予
約
権
、
第
四
回
新
株
予
約
権
、
第
六
回

新
株
予
約
権
及
び
第
七
回
新
株
予
約
権
の
う
ち
、
令
和

八
年
十
月
一
日
現
在
に
お
い
て
当
社
の
取
締
役
又
は
従

業
員
の
地
位
の
喪
失
に
よ
り
、
行
使
不
能
と
な
っ
た
新

株
予
約
権
の
全
部（
第
二
回
新
株
予
約
権
二
千
百
六
個
、

第
四
回
新
株
予
約
権
千
個
、
第
六
回
新
株
予
約
権
九
百

個
及
び
第
七
回
新
株
予
約
権
千
四
十
個
）

二
、
取
得
の
日

令
和
八
年
十
月
十
六
日

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
二
丁
目
二
番
一
号

株
式
会
社
ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
コ
ネ
ク
ト

代
表
取
締
役

佐
藤

朗
南

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
二
千
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
令
和
八
年

九
月
二
十
四
日
付
官
報
の
号
外
第
二
一
一
号
一
一
一
頁
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番
六
号
東
京

倶
楽
部
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
一
一
階

テ
ィ
ー
マ
ス
タ
ー
・
ツ
ー
特
定
目
的
会
社

取
締
役

小
澤

徹

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日
（
号
外
第
七
十
九
号
）
公
布

外
務
省
令
第
三
号
（
外
務
省
の
所
管
す
る
法
令
に
係
る
情

報
通
信
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
国
の
歳
入
等
の
納

付
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
）

（
原
稿
誤
り
）

二
三
二
ペ
ー
ジ
終
り
か
ら
八
行
目
の
附
則
の
前
に
次
を

加
え
る
。

第
十
五
条
の
次
に
次
の
別
表
を
加
え
る
。

同
ペ
ー
ジ
終
り
か
ら
一
行
目
か
ら
六
行
目
の
別
表
を
終

り
か
ら
八
行
目
の
附
則
の
前
に
移
動
す
る
。

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日
（
号
外
特
第
三
十
五
号
）
外

務
省
告
示
第
百
七
十
七
号
（
国
際
平
和
の
た
め
の
国
際
的

な
努
力
に
我
が
国
と
し
て
寄
与
す
る
た
め
に
講
ず
る
資
産

凍
結
等
の
措
置
の
対
象
と
な
る
ロ
シ
ア
連
邦
の
団
体
及
び

個
人
を
指
定
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件
）

令
和
八
年
六
月
五
日
外
務
省
告
示
第
百
九
十
五
号
（
国

際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
に
基
づ
く
移
動
の
制
限
及

び
資
金
凍
結
等
の
措
置
の
対
象
と
な
る
ス
ー
ダ
ン
に
お
け

る
ダ
ル
フ
ー
ル
和
平
阻
害
関
与
者
等
を
指
定
す
る
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件
）
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